
2019 年 5月 13 日 

釜石シーウェイブス RFC 

 

第 54 回 IBC 杯ラグビー招待試合 中華台北代表戦 試合結果 

 

 

1．日時  5 月 12 日(日) 13：05 キックオフ 

 

2．場所  いわぎんスタジアム 

 

3．試合結果 

 

釜石シーウェイブス - 中華台北代表 

85 - 7 

前半 後半  前半 後半 

7 6 T 1 0 

7 3 G 1 0 

0 0 PT 0 0 

0 0 PG 0 0 

0 0 DG 0 0 

49 36 小計 7 0 

 

FW: 1．マフィ 2．伊藤(大) 3．田嶋 4 トーマス 5．山田 6．上田 7．木村 8．中野 

BK: 9．南 10．中村 11．小野 12．伊藤(優) 13．船木 14．関東 15．フィサー 

Re:16．牛窪 17．延田 18．阿部 19．高橋(聡) 20．佐々木(拓) 21．コテカ 

22．村山 23．レイ 24．畠中 25．星野 

 

4．試合内容 

 2019 年 5 月 12 日、第 54 回 IBC 杯ラグビー招待試合が中華台北を迎え、いわぎんスタジアム(盛

岡南公園球技場)で行われました。長い IBC 杯の歴史の中でも初めての国際試合となりましたが、

中華台北のキックオフで試合が開始されました。 

釜石は試合開始から早いテンポで攻撃を仕掛けます。前半 4 分、ラインアウトモールを起点に

中野が抜け出し、伊藤(大)と渡り、先制トライを奪います。7 分には相手ペナルティーから素早

く仕掛け、ゴール前のラックから山田が走り込みトライを重ねます。12 分には中央付近から早い

テンポで連続攻撃を仕掛け、最後は関東がトライ、その後も 3本のトライを重ね、42対 0とリー

ドを拡げます。一方、中華台北も密集近くをテンポ良く攻め、リズムを掴み、35 分には釜石から

奪ったボールを繋ぎ、トライを奪います。その後、釜石はさらにトライを奪い、49対 7で前半を

折り返します。 

後半、7人のメンバーを入れ替えた釜石ですが、4分、ラインアウトモールを起点にゴール前ま

で攻め込み、最後は星野がトライ。9 分には中央付近、スクラムからバックスに展開し、関東が

この日 3 本目となるトライを奪います。中華台北もオフロードパスにいいスピードで走り込み、

釜石陣ゴール前まで攻め込みますが、トライには至りません。釜石はその後も 4 本のトライを重

ね、最終スコアを 85 対 7としてノーサイドとなりました。 

 

5．スコット・ピアース HC からのコメント 

 Both good and bad. 

Our first actual 80 min for the season so as expected plenty to work on. 

Opportunity given to those who didn’t receive many last year proved productive. 

Accuracy and discipline running a new system will be our focus over the next week. 

Positive attacking attitude for the full 80 but defensive communication issues need work. 



今シーズン最初の 80 分試合となりましたが、良いプレーと修正が必要なプレーが見えた試合内容

でした。昨シーズン出場機会が少ない選手を多く出場させ、経験と共にチャンスをこれからも与

え続けていきたいと思います。今シーズンは、新しいシステムを導入していますが、システムが

うまく機能するには時間がかかります。また、精度と規律がとても大事になります。80 分を通し

て良いアタックをしていますが、ディフェンスでのコミュニケーションを修正する必要がありま

す。 

 

6．小野キャプテンからのコメント 

 日頃から多大なるサポートをしていただき本当にありがとうございます。 

得点差のあるゲームとなりましたが、多くの課題の残ったゲームだったと思います。80 分通して

チームのやるべきことを遂行できるよう、次のゲームに向けて準備したいと思います。カップ戦

まで限られた時間しかありませんが、トレーニング、ゲームを通して修正していければと思いま

す。今後とも応援の程よろしくお願いします。 

 

7．中野キャプテンからのコメント 

 いつも沢山のご声援ありがとうございます。 

中華台北チームの事前の情報が少なく、その点においてはとても難しい試合でした。相手ではな

く自分達のシステムをやろうと試合に臨みましたが、ポジショニングやコミュニケーションにお

いて多くの課題が残りました。もちろん、ポジティブな部分も沢山ありました。これから出た課

題をしっかりと修正し、次の試合に臨みたいと思います。 

 

8．山田選手からのコメント 

 正式な試合としては今シーズンの 1st ゲームで、個人としても釜石に来て初めての試合だった

のでエキサイティングな気持ちで臨みました。試合に勝てたこと、個人個人に良いプレーがあり、

1 ヶ月余り積み重ねてきたスキルやフィジカリティを出せたことはポジティブに捉えられると思

います。反面、セットピース、チームとしての動き、連携には大きな課題が残りました。勝って

反省できることを喜びながら、トップチームとの試合に向けて修正していきたいと思います。 

 

9．伊藤(優)選手からのコメント 

 いつも沢山の応援ありがとうございます。 

応援してくださっている皆さまの前で、初めての国際交流試合という記念すべき試合を勝利で飾

ることができて良かったです。試合内容としましては、良いプレーも随所にありましたが、個人

的にもチーム的にもさらなる課題が見つかる試合でもありました。これからまた、応援してくだ

さる皆さまへの感謝の気持ちを忘れずに、次の勝利に向けてチーム一丸となって練習に励んでい

きますので、今後も応援の程宜しくお願い致します。 

 

10．今後の試合スケジュール 

5 月 19 日(日)13:00 秋田招待試合 vs 秋田ノーザンブレッツ RFC：あきぎんスタジアム 

6 月 08 日(土)14:00 北上招待試合 vs 神戸製鋼コベルコスティーラーズ：北上総合運動公園 

6 月 09 日(日)調整中 練習試合 vs 香港 University Club/北海道バーバリアンズ:釜石市球技場 

 

 

 

以上 


